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　自然史博物館の骨格標本を大学院の授業でどのように活用しているのか、今回はその一端を紹介します。

静岡大学の教職大学院では教材開発論（理科）の授業にて、ふじのくに地球環境史ミュージアム「骨の教

室」の哺乳類・鳥類の骨格標本を観察・スケッチする機会を設けています。対象は修士課程の１年生 4~6

名程度で、現職院生（教員として在職のまま大学院で学ぶ院生）も交えアットホームな雰囲気の中、骨格

標本のスケッチ作成を体験し、あらためて生物学におけるスケッチの意義や学校の授業での活用について

議論をしています。

　だれもが一度は、生物のスケッチを学校の理科の授業で体験していると思います。一方、スマホで生物

標本の高精細な写真を手軽に撮影でき、しかも動画作成や３D 化も簡単にできるようになりました。それ

でもなおスケッチが科学の手法として残っているのは、描くことが新たな気づきやより深い観察につなが

るきっかけになっているからだと思います。また不要なものを描かない（捨象する）ことで本質を浮き彫

りにして表現できることもあります。つまり生物

スケッチは自分の気づきを具現化し、わかりやす

く他者と共有するための基本的な表現方法である

といえます。とはいえ、小学校や中学校の理科の

授業ではスケッチ作成にあてる時間が限られてい

て、しかも「絵」に苦手意識を持っている子ども

もいます。スケッチ作成を通して、子どもたち自

身が何かに気づき、生物スケッチの面白さを感じ

てもらうにはどうしたらよいのでしょうか。

　骨格標本のような複雑な立体物を描く場合、「自

分には絵心がないから」という苦手意識のハード

ルは大きな壁となります。また全体の輪郭を描く

のに時間を奪われ、骨格の仕組みを観察したり考

えたりするのに意識を割けない場合も多いと思い

ます。そこで教材開発論の実習では、まず骨の基

本的名称について一通り説明し

たのち、スケッチを作成する骨

格標本を各自一体選び、右側面

から骨格全体をスマホで撮影し

ます。そしてスマホやタブレッ

トに表示された撮影画像を下地

にまず外形をトレーシングペー

パーと鉛筆でトレースしてゆき

ます（写真 1）。基本的な外形

の描出は画像をトレースするこ

とで省力化しつつも、骨格名称

を確認しながらなぞり切ること

で、骨格のもつデザインについ

て理解を深めることを意図して

います（写真２）。なぞりで終

わってしまうのではという心配

もありましたが、焦点深度やコ

ントラストの関係で明確に写っ

ていない部分（椎骨の関節の仕

方など）が必ずあり、学習者はなぞりの過程

で「その部分がどうなっているのか」と、かえっ

て関心を強くもつようになっていきます。

　そこで、第２段階として、外形がほぼ描け

た時点でスケッチを持って骨格標本に再度向

き合い、自らが疑問に思いながらも描き切れ

なかった詳細な部分をより詳しく観察して描

き込み、スケッチを完成させます。

　そして第３段階は自らのスケッチを他者に

説明する準備です。特定のテーマをもとに、

スケッチした骨格標本と他の標本とを比較し

て観察するポイントを確認していきます。テー

マは院生ごとに異なり、骨盤の大きさ比較（二

足歩行と四足歩行）、鎖骨や胸骨の形状と大き

さ（四足歩行の哺乳類、霊長類、翼手類、鳥類）、

かかとの位置（蹠行 ( せきこう ) 性、指行 ( し

こう ) 性、蹄行 ( ていこう ) 性）、歯と顎関節

の深さ（肉食獣と草食獣）、翼を構成する骨の

部位と比率（翼手類と鳥類）、頚椎の数の比較、

ヒトの骨格の性別判定など多岐に渡ります。

各院生は、観察ポイントを他の院生に説明で

きるように自分のスケッチに加筆します。ス

ケッチが完成したら第４段階として、自らが

学んだ観察ポイントや自分で気づいたり疑問

に思ったりしたことを互いに説明し合う時間

を設けます。他者に説明することで、自分の

スケッチで読み取ったことを再確認していき

ます（写真 3）。そして最後の第５段階として、

剥製標本の展示室に移動し、肉や毛皮をまとっ

た状態から骨格を読み取れるかをクイズ形式

で議論します。蹠行 ( せきこう ) 性の動物はど

れか、鳥類の胸がたくましいのはなぜか、四足歩行の動物でたくましいのは肩か腰かなど、院生たちの眼

から X 線が出ているかのような発言が交わされるようになり、生態と結びつけながら、より深く骨格を説

明するようになっていきます（写真４）。

　トレースを用いたスケッチ作成は決して新しい手法ではありません。顕微鏡での視野の画像をトレー

スする機器（描画装置）は昔からあって、多くの生物標本のスケッチが作成されてきました。最近では

顕微鏡でも，スマホを使って簡単に高精細な画像が得られたり焦点合成などイメージング技術が進化し

たりして、スケッチを丁寧に作成する意味が改めて問われる時代になったことを感じます。私見ですが、

写真撮影では何を写したいかが決まっていて、それを表現できるように撮影機器を調整することが主で

あるのに対して、スケッチ作成は観察しながら何を表現すべきなのかを観察対象と対話しながら進行し

ていくことが主であると思います。今回のようにトレースを使ったスケッチをすると、一見もっともら

しい絵ができます。もし学校の授業でこの手法を使うのであれば、「きれいな絵が描けた」ことだけで

満足してしまうことのないよう、スケッチを作成することによって子どもたちがどんなことを発見でき

るかを大切に、教材開発や授業の設計を行いたいと思います。

写真 1 撮影した骨格標本のトレース作業

写真 2 授業で作成したカニクイザルの骨格のスケッチ
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写真 3 互いに観察ポイントを説明する院生

写真 4 剥製標本から骨格の特徴を読み取る演習
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